
ネット検索をする時、検索したいキーワードを入力して、検索ボタンをクリック。するとキーワードに

該当するホームページの一覧が表示される。これが今までの検索の基本でした。しかし、Ｇｏｏｇｌｅ

ではキーワードの入力を始めると予測されるキーワードがリスト表示されます。また、キーワードを

すべて入力する前に画面が変わり、検索結果の一覧が表示されることがあります。

これは「インスタント検索」と呼ばれる機能で、入力中のキーワードを推測して検索結果を表示して

います。これはインターネットエクスプローラ（ＩＥ）なら、９以上でパソコンの処理速度が十分であれ

ば初期設定で有効になっています。キーワードをすべて入力しなくても検索できる場合があるので、

検索時間の短縮になります。文字を入力するたびにコロコロと画面が切替り、煩わしいと思ってい

る方は、画面の歯車マークをクリックして「検索設定」画面に進み、「インスタント検索の結果は表示

しない」にチェックをつけることで設定を無効にすることもできます。ＩＥの機能ではなくＧｏｏｇｌｅの機能なのです。

＜クイズ＞

３つの中でサイズが一番大きいのはどれ？
① 用紙のサイズ

　a.　Ａ４　　　b.　Ａ５　　　c.　Ｂ５

② データサイズ
　a.　1Ｇバイト　　　　b.　２Ｍバイト　　　　c.　３Ｋバイト

③ 画面サイズ

　a.　ｉＰａｄ 　　b.　ｉＰｈｏｎｅ 　c.　ｉＰｏｄ

ネット検索の達人を目指せ！！
　　　　　　　　　　　　今まで何度かネット検索についてご紹介してきました。Ｇｏｏｇｌｅが出始めの頃は「Ｇｏｏｇｌｅの登場でネット検索が変わるかも！？」と

取上げましたが、いまや「ネット検索といえばＧｏｏｇｌｅ」と言ってもよい時代になりました。今回は以前ご紹介したときから、より進化をしているＧｏｏｇｌｅ

の検索についてご紹介いたします。Ｙａｈｏｏ！や他の検索サイトをご利用の方も、Ｇｏｏｇｌｅの検索を試してみてください。
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進化
中！ スマホでの検索もＧｏｏｇｌｅで！

クイズに答えて賞品をゲット！

▲

携帯からの回答はQRコードをご利用ください。

パソコンからの回答はこちら▼

http://www.daidojp.com/info_quiz/

今回の賞品は前回に引き続き、無接点充電パッドです。正解者の中から

抽選で、1名の方にプレゼント致します。

スマートフォンにもＧｏｏｇｌｅ検索があります。スマートフォンならではの検

索方法を駆使してスマホでも検索の達人を目指しましょう！

検索結果が表示された画面に、検索メニューと検索ツールがあることにお気付きですか？

キーワードの下に並ぶメニューで、検索方法を切替えることができます。検索メニューは、

検索するキーワードによって変化します。「オムライス」と入力すると、食べ物である事を認

識して「レシピ」というメニューが表示されます。「レシピ」をクリックすると、オムライスの作

り方のページに絞り込まれます。「もっと見る▼」の中には別のメニューもあります。

検索ツールをクリックすると、言語や更新日時などでの絞込みができます。検索ツールも、

検索メニューにより内容が変わります。「レシピ」で検索ツールをクリックすると、カロリーや

食材、調理時間で絞り込む事ができ、「画像」の時はサイズや色で絞り込むことができる

ようになります。

開発室から

検索メニューと検索ツールで、達人に１歩前進！

検索の基本も進化中！

　　　　年賀状の印刷で大失敗をしてしまいました。宛名の面に文面を
　　　　印刷してしまったのです。気を取り直して印刷を再開すると、今
　　　　度は上下が逆に印刷されてしまいました。１年ぶりだから・・・と
自分を慰めました。年賀状の印刷は慎重に！

こんな機能も知っておこう！

QE-TM101-W
ＰａｎａｓｏｎｉｃのＱｉ対応充電パッドです。充電パッドの上に対応

機器を置くと、最適な位置に送電コイルが移動して充電を開始。

パッドの上に2つの機器を置くと、順番に充電を開始する予約充電

機能もあります。

オートコンプリート機能
ですばやく検索

インスタント検索の設定はココ！

●写真に写っている建物や場所の画像で検索することもできます。画像検索の画面には、キーワード入力欄の右側にカメラの

アイコンが表示されています。インターネット上の画像で検索する場合は、「画像のＵＲＬを貼り付け」、パソコンの中の画像で

検索する場合は「画像のアップロード」を選んで画像を指定します。指定した画像を解析して、検索結果を

表示します。

●Ｇｏｏｇｌｅアカウントでログインしていれば、過去に検索したページを探す事もできてます。画面右上の歯車

マークをクリックして、「ウェブ履歴」を選択すれば、過去の検索結果の一覧が開きます。キーワードを思い出

　　　　　　　　　しながら再検索するより簡単に検索結果が見つかります。

　　　　　　　　　●質問に答えてくれます。キーワードに一問一答式の問いを入力すると、質問の答え

　　　　　　　　　が表示されることがあります。「富士山の高さ」「黒柳徹子の年齢」「東京の人口」など

　　　　　　　　　をキーワードにして検索すると、検索結果の一番上に大きく答えが表示されます。

　　　　　　　　　シンプルな画面のＧｏｏｇｌｅですが、様々な検索方法、多くの情報を網羅しています。

　　　　　　　　　いろんな検索を試して、検索効率のアップと、「検索の達人」を目指してください。 質問の答えと関連情報が表示されます

●音声検索　マイクのマークをタップしてキーワードを話せば、

そのキーワードで検索できます。周りに人がいて、声で検索する

のが恥ずかしい場合は、次の検索方法もあります。

●手書き検索　検索結果の画面下にある

「設定」→「検索設定」にある「手書き入力」

を有効にすると、キーワードを手書き入力できるようになります。

●ＧＰＳを利用した検索　Ｇｏｏｇｌｅマップを起動して、現在地を

表示させた後、「コンビニ」や「薬局」とキーワードを入力すれば、

現在地周辺の店舗が検索できます。

●カメラで撮影して検索　Ｇｏｇｇｌｅｓ（ゴーグル）をインストール

すると、撮影した物の解析を始めます。上手く解析ができれば

関連する情報を表示します。

画像の解析は、驚きですね。１年後は何が進化してるのでしょうか。


